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＜連絡事項＞
・夜勤者用の駐車場についてですが、泥が乾き使用できる状態となりましたので3/28（水）深夜帯より使用を再開します。夜勤帯のスタッフは間違えないよう気をつけていきましょう。

・全自動の洗濯機を使用できるか昨日テストしてみましたが、脱水になる前に止まってしまい使用できる状態ではありませんでした。庶務へは連絡しています。


＜患者様連絡事項＞
・上野　千奈津様～本日15：30外泊より帰院しています。
　　　　　　　　　スタッフと本人で話し合い、2/28(水)9：30～12：00と2/29(木)9：30～16：00でデイケア体験を行う事になります。デイケアスタッフへは連絡済です。
　　　　　　　　　2/29(木)の昼食はデイケアで弁当を食べる事になり、何を食べるかは明日の半日体験で決めて頂く事にします。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～昨日準夜帯にて、本人は「押し付けられた」、飯田　修子様は「よこせと言ってきた」とやり取りについてかみ合わない話をしています。また、本日は新聞代様の100円を洗濯に使うと要求あり、「姉ちゃんが使っても良いって言った」「さん(公休スタッフ)は電話代と洗濯代を両替してくれる」と自分の要求を通そうとする事がありました。
　　　　　　　　本日昼食直前、レストラン誘導のためにスタッフが訪室すると、本人のプライベートカーテンが全て閉まり、足元しか見えない状態になっていました。スタッフが声を出すと、喋らせないようにするためか渙発入れずに何かを怒り口調で話しだしています。朝食を不食していますが、昼食も摂取せず、嗜好品も少量のみ要求しています。訪室時に何かを口に入れているような声であった事やカーテンの中からは飲み物を飲む様な音が聞こえていた事から、他患者様の嗜好品を摂取していた可能性があります。
　　　　　　　　他者トラブルに注意して観察・介入していきましょう。

・五日市　規様～一昨日の準夜帯で壁を殴る行為がありました。昨日はスタッフが見ていない時に本人の方から大きく床を踏んだような音や配膳中にお盆を何かにぶつけるような音が聞こえてくる事がありました。本日はそのような様子はなく、落ち着いて過ごしています。
　　　　　　　　ＯＴ中に他患者様がうるさくしていたりするとテーブルを叩くなど、周囲の音に反応する傾向があるようです。周囲の様子を確認しながら必要時に介入していきましょう。

・木村　美智子様～表情の冴えなさは続いています。食事摂取量については、拒食や数口のみ摂取だったのが、少しずつではありますが増加してきています。お粥は食べたくないようですが、ふりかけや佃煮が乗っている部分は食べていますので、佃煮系の購入を検討していきましょう。
　　　　　　　　　夜間は臥床を拒否してスタッフの促しの要していましたが、昨日は休む事ができています。また、廊下などで行動停止している事も最近は減ってきています。
　　　　　　　　　引き続き、精神状態の観察、必要時の介入をしていきましょう。

・金田　光希様～3/23(金)に転入してから落ち着いて過ごしています。以前、状態が良くない時に衝動的な行動をした事がありましたので、そのような行動とならないよう観察をしていきましょう。
　　　　　　　　現在、受け持ちスタッフが服薬自己管理と金銭自己管理を検討中です。

・畠山　文男様～昨日、夜間に嗜好品を食べた事が原因と思われる吐気、嘔吐があり、薬が処方となっていました。本日はそれらの症状はなく、食事も全量摂取しています。本日の体温は36.4℃、各プログラムも参加しています。
　　　　　　　　引き続き、身体状態の観察をしていきましょう。

・佐々木　淳様～先日の外泊の後からふらつきが見られるようになり、カンファレンス中に大きくふらつく事がありました。怪我をしないよう見守り、介助をしていきましょう。

・中川原　義雄様～本日のＯＴ中、本人より治療中の歯に違和感や手の振戦が昨夜あり、昨夜21：00に就床したが3：00頃まで寝付けなかったと訴えがありました。気分高揚気味の時に夜間の睡眠が不安定になる事があるため、気分状態の観察をしていきましょう。


＜事故1か月後の振り返り＞
内容：飯田　修子様の外泊中の忘薬

外泊前に忘薬しないよう声掛けをしているが、3/16(金)からの外泊でも忘薬をする事があった。本人の精神状態の事もあり、意識付けだけで対応できない事もある。外泊中の本人の服薬についての責任もあるため、今後の外泊について一度受け持ちスタッフと話し合う事も検討する。






